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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、日本古代国家の形成を解明する上で重要な７世紀代の王宮構造とそ
の特質を新たな視点から明らかにしたことである。飛鳥宮跡の再検討で提示した新たな遺構変遷は古代史研究に
新たな基礎資料を提供するものであり、従来の研究を見直す契機となった。飛鳥宮跡の新認識から再構築した７
世紀代の王宮展開によると、中国都城の影響が強調されてきた律令制都城は７世紀以前の王宮構造を基礎として
発展したものであり、従来の認識よりも日本の独自性を反映した構造であった可能性が高いといえる。

研究成果の概要（英文）：The result of this research is to clarify the 7th century royal palace 
structure and its characteristics that are important in clarifying the formation of the ancient 
Japanese state from a new viewpoint.The new historical changes presented in the reexamination of the
 Asuka palace site provide new basic materials for ancient history research, and have provided an 
opportunity to review conventional research.According to the 7th century royal palace development 
reconstructed from the new recognition of the Asuka Palace site, the Capital of Ritsuryo system, 
where the influence of the Chinese capital has been emphasized, was developed based on the royal 
structure before the 7th century, It is highly likely that the structure reflects the uniqueness of 
Japan.

研究分野： 日本考古学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
飛鳥宮跡は律令制都城の嚆矢である藤原宮に続く王宮であり、古代史研究にとって極めて重要な遺跡である。本
研究で提示した新たな遺構変遷は飛鳥宮跡を理解するための基本資料であると同時に古代史研究の基礎資料であ
るため、新たな視点による研究に寄与するものと考える。また、王宮の展開の再構築によって、これまでほとん
ど注目されてこなかった日本の独自性を読み取ることができた。このことは東アジアのなかでの比較研究におい
ても一つの基準を提示するものと考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
古代王権の政治形態が表現される古代宮都の考古学的分析は、考古学の立場から古代国家の

形成を考える上で非常に有効な手段である。日本では、発掘調査の成果による古代宮都の検討か
ら律令制の形成過程を解明する考古学的研究が進められており、東アジア的観点から国家の特
質を把握する場合、日本と同じく中国王朝の影響を受けて国家をつくりあげていく新羅との比
較検討は非常に有効である。新羅王京に関する研究は、主に地理学的検討から行われていたが、
近年、発掘調査が増加し、その成果は蓄積されつつあるが、考古学的に新羅王京の全貌を解明す
るまでには至っておらず、現状では日本の古代宮都との比較研究は難しい状況にある。 
 
２．研究の目的 
本研究は、東アジア史的観点から日本や新羅の古代国家形成過程の特質を考古学的手法によ

り解明することを目的とした。考古学的に国家形成を解明するには、王権の象徴である王宮・都
城の研究が不可欠だが、調査研究の進んだ日本の王宮・都城に比べ、新羅王京は調査地の位置情
報が不足していることと時期決定が困難であったことなどから、考古学的手法による復原研究
が進んでいない。そこで、比較検討資料として重要な新羅王京に関して、発掘調査の位置情報を
正確に把握し、考古学的手法から新羅王京を復原するための基礎資料を構築することを第１の
目的とした。さらに、比較研究の軸となる日本の王宮構造を整理して今後の課題を明確化するこ
とを第２の目的として実施した。 
 
３．研究の方法 
本研究で課題としていた新羅王京に関する発掘調査資料の基礎データ地図は、韓国の文化財

庁が進めている遺跡の GIS 構築の一貫としてその一部が公表され、さらに詳細な遺構図を含め
た GIS を構築中であることが判明した。さらに外国籍の研究者が韓国外で地図データを入手し
利用するにあたり軽微ではない制約があることから、当初第１の目的として計画していた基礎
データ地図の作成に関しては基本情報の入手にとどめた。 
一方、本研究では日本古代国家の形成を探る上で重要な７世紀代の王宮構造の再整理を進め

ているが、平成 27 年度に実施した飛鳥宮跡の再検討で従来の遺構変遷が成立し難いことが明ら
かとなったことにより、古代国家の形成過程を根本から見直す必要性が生じていた。王宮構造の
基本データに関わるこの問題は古代史研究のあらゆる分野に波及する喫緊の問題あることから、
第２の目的であった王宮構造の整理と分析を本研究の中心として進めた。 
平成 28 年度には日本で初めての本格的都城といわれる藤原京の成立過程の分析を行い、天武

朝の早い時期から構想されたものであることを明らかにした。平成 29 年度からは、飛鳥宮跡、
藤原宮の研究成果を踏まえ、特に飛鳥宮跡を７世紀代の王宮の展開の中に改めて位置付けるこ
とによって、古代都城の展開過程の再構築を試みた。その結果、藤原宮は飛鳥浄御原宮における
段階的な公的空間の整備を踏まえて初めて成立するものであること、そして藤原京の構造は律
令制都城として機能するものではなく、天皇を支配者として正当化するいわば王宮の延長とい
えるものであることを明らかにした。 
最終年度は律令国家の本質を探るために律令制都城の特質である複都制を取り上げて検討し

た結果、天武朝の複都制は新羅の侵攻や対新羅外交に対処するための構想であったと考えられ
た。また日羅外交の検討に不可欠な新羅土器の搬入時期について考察した。 
本研究によれば、中国都城からの影響を強調されてきた日本の律令制都城の構造は７世紀以

前の王宮構造を基礎として独自に発展したものといえ、その形成過程においては新羅を強く意
識するものであった。 
 
４．研究成果 
１） 飛鳥宮跡の再検討 
近年の調査成果を踏まえて飛鳥宮跡の従来の見解を再検討したところ、従来の遺構変遷には

遺構の重複関係および出土土器の年代において矛盾があり、造営年代の見直しが必要であった
ことからその見直しを図り、Ⅲ期遺構が３期に区分されることを論証した（重見泰「後飛鳥岡本
宮と飛鳥浄御原宮―宮殿構造の変遷と「大極殿」成立の再検討―」『ヒストリア』244）。これに
より後飛鳥岡本宮と飛鳥浄御原宮に対する王宮構造の理解を改める必要性が生じ、さらには前
後する時期の宮殿との関係性が問題となった。本研究では、両王宮を古代王宮の展開の中で再評
価するために、新たに提示した遺構変遷から両王宮の構造を再構築するとともに、史料にみられ
る殿舎名を比定することで宮殿構造の機能的な復原を試みた。その結果、後飛鳥岡本宮の段階に
は「大安殿」にあたる殿舎が内郭に存在しておらず天武朝になって造営されたこと、また、「大
極殿」とみられるエビノコ郭正殿の造営が天武朝後半に下ることを論証し、後飛鳥岡本宮は小墾
田宮からみられる伝統的な王宮構造であり、飛鳥浄御原宮の段階になって初めて公的空間の整
備が進められたこと、そして飛鳥浄御原宮は天武朝 10 年頃に「大極殿」の創造を始めとした増
改築が行われており、あわせて殿舎名が改変された可能性が高いことを指摘した。 
課題としては、新たに提示した飛鳥宮跡の構造を王宮の展開のなかに正しく位置づけること

である。そのためには、直前の王宮である難波長柄豊碕宮とされる前期難波宮と直後の王宮であ
る藤原宮との継承関係を明らかにしなくてはならない。 
 



２）藤原京の造営過程 
１の課題を受け、藤原京の造営過程を検討した。その結果、従来、天武５年に始まるとされて

いる新城の造営は天武初年頃まで遡るものであり、新城造営記事の「都つくらむとす」の「都」
は宮処の意であっておもに宮域の造営計画を意味することを明らかにした。また、宮域の設定、
造営は天武 11 年の地形調査を受けて開始されたものであり、造営は外郭から着手され、中枢部
の「宮室」の地の決定および造営はそれに遅れるものであった。天武 11 年の宮域設定は飛鳥浄
御原令の編纂開始を受けたものであり、行政機構の整備にともなって宮の構造が具体化したこ
とがその背景だと推測した。新城の宮域設定とほぼ同時期に飛鳥浄御原宮でも整備が進められ
たのは、新城と同じく行政機構の整備に合わせた動きとみられる。また、飛鳥浄御原宮が存在し、
新城に条坊が施工されていても、それは「都」ではなかったのであり、新城は飛鳥浄御原宮から
独立した「都」として構想された都城であったと考えられる。 
ここでの成果は、用語の「都」「宮室」の本来の意味を明確にできたことであり、史料解釈に

新たな視点を提供できたことである。 
 
３）律令制都城の形成過程 
飛鳥宮跡の見直しで重要なのは、後飛鳥岡本宮の段階には内裏の公的な正殿とされる内郭前

殿が存在せず、飛鳥浄御原宮の段階で新たに造営されたものであることと、大極殿とされ、天武
元年に造営されたとみられていたエビノコ郭正殿の造営が天武初年よりもずっと遅れることで
ある。内郭前殿は、難波長柄豊碕宮の内裏前殿と藤原宮大極殿を繋ぐ殿舎と位置づけられており、
その重要な殿舎の系譜が途絶えることをどのように理解すればよいのか。そして、天武朝におい
て、内郭前殿とエビノコ郭正殿という公的正殿を新たに２つも造営した目的はどこにあるのか。
これらの問題は、従来想定されている宮都の展開や中枢部の継承関係では理解されるものでは
ない。そこで、飛鳥宮跡Ⅲ期遺構を宮都の変遷の中に改めて位置づけ、藤原宮の成立過程を明ら
かにするための検討を行った。 
①難波長柄豊碕宮からの継承関係 
前期難波宮が造営された当初、内裏前殿は存在せずのちに増築された可能性が高いことを新

たに指摘。これは史料の内容および王宮構造からも合理的に説明ができる。 
②王宮構造の展開 
小墾田宮の構造、小郡宮の礼法からうかがえる王宮構造などを確認し、小墾田宮の構造が７世

紀後半の飛鳥宮跡まで王宮の基本構造となっていることを確認した。そして、難波の宮と前代ま
での飛鳥の宮との違いは有位者が朝参・朝政するための朝堂を付加した点にあることを指摘し
た。 
また、前期難波宮の広大な朝堂にみられるような、東西に庁を複数並べる朝堂の源流を新羅に

求める見解については、下層から出土した土器の年代から前期難波宮の源流とはなり得ないこ
とを指摘した。 
③天武朝の都城構想 
（ａ）飛鳥浄御原宮における正殿の造営 
内郭前殿 SB7910 は、群臣（マエツキミ）の場に造営されたものであり、天皇が上級官人であ

る群臣の上位にいることを確認し、認識させるための殿舎であったと考えられるのに対し、エビ
ノコ郭は群臣の場を含む内郭から独立した天皇のための公的空間であり、群臣はもとより、群
臣・大夫らに統率され、群臣・大夫に仕奉する存在であった中下級官人層に対して、仕奉する対
象が天皇であることを認識させるものであり、群臣を初め、そこに参集する支配対象すべてに対
して、天皇による支配体制を認識させ、その正統性を示したものと考えられる。天武天皇による
公的空間の新たな造営は、天智が成し得なかった君臣秩序の具現化であり、壬申の乱による天武
天皇への権力の集中があって初めて着手できたものと推測されるが、それは段階を追って進め
られたのであり、一度には成し得ない作業であったことがうかがえる。このことが、新城の宮域
造営の遅延にも関係するものと推測される。 
（ｂ）藤原宮の成立 
飛鳥浄御原宮で創出した「大極殿」の一郭を、君臣秩序を具現化した難波長柄豊碕宮の構造に

取り入れたのが藤原宮である。難波長柄豊碕宮では大王宮と広大な朝堂を対置することで君臣
秩序を示していたが、藤原宮では大王宮にあった群臣の空間に天皇が出御する大極殿を配置し
て朝堂本来の機能を完全に排除し、天皇の独占的空間とすることによって天皇による支配体系
を象徴する一郭を造り上げたものと考えられる。この藤原宮の構造は、群臣の場を天皇出御の空
間とし、朝堂の正殿として大極殿を創出した飛鳥浄御原宮を踏まえたものにほかならならず、君
臣秩序を具現化するために行われた飛鳥浄御原宮の公的空間の整備があって初めて成立する。 
（ｃ）天武朝難波宮と複都制 
天武十二年の複都制の詔による難波宮の改造プランは、藤原宮の宮域プラン確定後に策定さ

れた可能性が極めて高く、それによって内裏前殿が「大極殿」に相当する殿舎として造営された
と考えられる。内裏前殿の構造が前代的であって藤原宮大極殿には直結しないのは、藤原宮が天
武の常居する国家の中心として計画されたものであり、なによりも藤原宮大極殿が絶対的な存
在と認識されていたからであろう。天武朝難波宮の構造は、天皇が常居せず、基本的に代理人が
儀礼の主体者となるという利用形態が反映されたものであり、その機能や役割を踏まえたもの
であったと考えられる。 



④藤原宮から平城宮へ 
藤原京は、藤原宮が宮域の構造をもって天皇を支配体系の頂点とする君臣秩序を体現しよう

としたものであり、王都は天子の居住地とする『周礼』にもとづいて造営された藤原京がそれを
支えるという構造であった。藤原京はあくまで天皇を支配者として正当化するための構造とな
っていたのであり、その意味では欠点はないが、国家としての威容を対外的に誇示する構造とは
なっていなかった。しかし、大宝律令が完成し、再開された遣唐使によって唐長安城での儀式の
あり方が伝えられると、儀礼空間の欠如が明確となったものと推測される。そこで、都城全体を
儀礼空間とし、律令国家として機能しうる体裁を整えたのが平城京であったと考えられる。日本
で最初の本格的都城といわれる藤原京であるが、その実態は王宮の延長ともいえる性格のもの
であり、律令制都城として機能する儀礼空間として造営された平城京とは設計理念そのものが
異なる都城といえる。 
４）日本と新羅の比較研究のための基礎検証 
考古学的な比較検討において時期の決定は不可欠であり、その手段として最も普遍的な土器

編年が用いられている。私は新羅の土器編年を構築してこれを提示したが、その編年案について
は印花文という文様を重視する立場や日本に搬入された新羅の土器の出土状況を重視する立場
から否定的な見解が示されている。そこで、新羅の窯跡資料や出土状況を検討することにより土
器編年案の検証を行った。 
搬入土器の年代比定における土器編年の使用に対しては、共伴する須恵器の年代観よりも古

いものが多いことや編年の指標である印花文は新古の様相が重複し、器種によって文様の存続
期間が違う可能性が高いとして、出土状況を重視する主張がある。この主張に印花文変遷に対す
る誤解があることと、生産遺跡出土品に器種による文様差はなく編年案に問題はないことを確
認し、生活空間の中で新古型式の併用が生じることを指摘した。 
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②重見 泰「日本における律令国家形成期の都城」、安羅伽耶国際シンポジウム（招待講演・

国際学会）、2018 年 12 月７・８日 
 
〔図書〕（計１件） 
①重見 泰「日本における律令国家形成期の都城」『아라가야의 역사와 공간』昌源大学校慶南
研究センター安羅伽耶学術叢書１、2018 年、269～289 頁 
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○出願状況（計０件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
出願年： 
国内外の別：  
 
○取得状況（計０件） 



 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
取得年： 
国内外の別：  
 
〔その他〕 
ホームページ等 
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